
令和 2 年度  日本建築学会 
近 畿 支 部 研 究 発 表 会 

         

 

A Study on the Future Image of the People Working and Living in Nippon-bashi, Osaka 
OKA Eriko 

１．研究の背景と目的 

大阪市浪速区に位置する日本橋界隈の商店街は、難

波・高島屋東側の”なんさん通り”に沿って堺筋を右折し、

日本橋四丁目から五丁目あたりが中心である。日本橋は、

道頓堀にかかる堺筋の橋の名称であり、古代から重要は

街道であった。江戸時代には紀州街道の旅籠や木賃宿

が並び、長町とよばれていた。 

 明治に入り、長町裏に形成されていた貧民街は

1903 年の第 5 回内国勧業博覧会の開催に合わせ、

一掃され、さらに昭和の不良住宅改良事業により、

一部の貧民街は RC 市営共同住宅に建て替えられ

た。現在でもこの事業の一環で市営住宅が多く立地

する地域となっている。第二次世界大戦前は、堺筋

沿道の商店街には、古着商、古本屋が多数軒を連ね

ていたが、戦災により RC 市営住宅以外は焼け野原

となった。戦後は電気屋街となり、「でんでんタウ

ン」として専門店から大型量販店までが沿道に並

び、近畿一円の電気屋街として賑わった。しかし、

バブル経済崩壊後は量販店の撤退が相次ぎ、現在に

至っている。 
 商店の集積は堺筋から西に広がり、マニアやオタ

ク向けのパーツショップ、同人誌、コスプレ、フィ

ギャーなどの店が多く出店し「オタロード」と呼ば

れる地域となっている。日本橋筋商店街振興組合で

は、このような動きを受け、2005 年よりコスプレ

のイベントである「日本橋ストリートフェスタ」を

開催している。日本橋商店会や五階百貨店の地域

は、戦後の闇市の様相を呈しており、独特の雰囲気

がある。近年は、隣接する黒門市場人気から、アジ

アからの観光客の宿泊や買い物のためのホテルや商

店も出店し、堺筋沿道には様々な業種の店舗が出店

している。特に、これまでほとんどなかった飲食店

やコンビニエンスストアが出店、メイドカフェや大 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
人向けの DVD 店などオタク向け中小規模店舗が並

んでいる。このような状態に、商店街としての将来

をどう考えるか日本橋商店街振興会の課題であり、

また、長年後背の住宅地との関係も難しいものとな

っている。 
 そこで、地域で働く人たち、住んでいる人たちが

日本橋の現場と今後をどのように思っているかを明

らかにするためにアンケート調査を実施した。 
 
２．調査対象の概要 
 町名に日本橋がつく町のうち、なんさん通り以南

の８つの町（日本橋３丁目、４丁目、5丁目、日本

橋東１丁目、２丁目、３丁目、日本橋西１丁目、２

丁目）について、国勢調査などのデータを用いて調

査対象を選定した（図１）。 
 西１丁目は、昼夜間人口比率が４倍を超えてお

り、居住地ではなく就労地と言える。また、市営住

宅のある町（日本橋５丁目、東１丁目、西２丁目）

は概して高齢化率が高い。持ち家率が 10％を下回っ

ている日本橋３丁目、５丁目、東３丁目の中でも、

大阪日本橋で働く人、住む人が思う商店街・まちの今後 
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図１ 調査対象とした町丁 



３丁目は高齢化率が最も低い。日本橋筋商店街振興

会の方々の意見を参考に、昼夜間人口比率の高い西

１丁目と、その南の西２丁目を調査対象から外すこ

ととした。この２町は南海電鉄なんば駅に隣接する

ことから、日本橋というよりなんばであるという認

識である。 
 
３．調査の方法 
 アンケート票は日本橋で働いている人 700票、日

本橋に住んでいる人 2000票を配布した。住んでい

る人へは、６月 28 日住宅にポスティングし１週間

留置、ポストへ投函とした。市営住宅には配布して

いない。働いている人は 7月 6 日、7 日に店舗を訪

問し、店長やそれに準ずる方に調査への協力をお願

いし、承諾を得られた場合、回答してもらえる従業

員数分のアンケートを手渡した。こちらも１週間留

置、ポストへの投函を依頼した。アンケート表は同

じものを用い、フェイスシートは住んでいる人、働

いている人それぞれに回答していただいた。住んで

おり働いてもいる人は両方のフェイスシートに記入

していただいた。 
 その結果、2700票配布し、297票回収、回収率は

11.0%、有効回答数は 286票、有効回答率注１は

96.3%であった。 
 
４．調査の結果 

（１）回答者の属性（表１） 
 全体として、男女比は男性 54.2％、女性 39.9％、

年齢構成も 35歳未満 37.4%、35〜55歳 33.6％、

55歳以上 24.1％と大きな偏りがなかった。回答者

のうち働いている人 45.5％、働き・住んでいる人

11.5％、住んでいる人 43.0％であった。働いている

人、働き・住んでいる人の 6割が男性であったが、

住んでいる人の男女比はほぼ等しかった。また、55
歳以上の人は働いている人では 12.3％と割合が低い

が、働き・住んでいる人では 48.5％と半数近くを占

めていた。一方、住んでいる人では 35歳未満が

42.7%を占めていた。居住地は、持ち家率が 28.6%
の日本橋４丁目が最も多く、持ち家率が 6.5%と大

変低い日本橋３丁目は、35歳未満の居住者の

34.9％が住んでいることがわかった。 

表１ 回答者の属性 

 
 
 
 
 
（２）日本橋で働く・住む理由 
 日本橋で働く理由を尋ねたところ、55歳以上では

最も割合の高いのは「親の仕事を継いだ」であり、

35歳未満では、「収入を得るため」が４割を超え最

も高いが、ついで「日本橋で働きたかった」が

17.9%を占めていた。35歳以上 55歳未満の「その

他」に解答の内訳は、半数以上が転勤や配置換えで

あった。 
 日本橋に住む理由を尋ねたところ、55歳以上は４

割が「生まれた時から住んでいる」と答えている

が、35歳以上 55歳未満は、「気に入った住まいが

あったから」が２割を占めていた。また、35歳未満
では、「日本橋に住みたかった」２割を超えて、最

も割合の高い解答であった。 
 このように、55歳以上は、親を継いで働き・住ん

でいたが、35歳未満には２割は日本橋へのこだわり

があることがわかった。 
図２ 年齢別日本橋で働く理由 

 
 
 
 
 
 

図３ 年齢別日本橋に住む理由 

 
 
 
 
 
 
（３）日本橋での暮らし 
 あなたがよく行くところはどこですか、との質問

でも、年齢層の差は顕著に表れた。55歳以上は黒門

市場、35歳以上 55歳未満は日本橋商店街、35歳未



満はなんさん通りを挙げており、年齢層により、よ

く行く場所が違うことがわかった。 
 日本橋地域にある業種で、月に１度以上訪れる店

を尋ねたところ、表２のように、どの年齢層でも訪

れる店は、コンビニエンスストアで、その 55歳以

上で、３割以上が家電量販店に行くこと、35歳未満
で、２割以上がラーメン店、アニメシップに行くこ

と、35歳以上 55歳未満で、２割以上が家電量販店

に行くことが特徴である。35歳未満では、割合は高

くはないものの、１割以上はアニメ系リサイクルシ

ョップやゲームセンターなど、日本橋商店街に独特

の店舗に行っていることがわかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 年齢別よく行く街 

表２ 年齢別月に１度は行く業種 

 
 
 
 
 
 

（４）まちの変化への評価 
 日本橋筋商店街振興組合へのヒアリングで、日本

橋の大きな変化だと考えられている７つの項目につ

いて、よいこと・なんともいえない・よい、の３択

で尋ねた。 
電器店などが減ったことは、55歳以上の 53.6%が

よくないことと答えているが、35歳未満では 22.4%
で、31.2ポイントの差があった。１階に店のない建

物が増えたことは、55歳以上の 56.5%がよくないこ

とと答えているが、35歳未満では 21.5%で、35.0
ポイントの差があった。飲食店が増えていること

は、35歳未満の 80.4%がよいことと答えているが、

55歳以上では 44.9%で、35.5ポイントの差があっ

た。外国人観光客用の店が増えていることは、35歳
未満で 80.4%がよいことと答えているが、55歳以上

では 44.9%で、35.5ポイントの差があった。 
表３ まちの変化への年齢層別の評価 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）なって欲しいまちの姿 
 なって欲しい商店街の姿について尋ねたところ、

55歳以上は、様々な新しい業種の企業ができる街、

最先端の電気の専門店街、それぞれが 31.9%で、一

定の将来像が共有されていたが、35歳未満は、美味

しくて安い飲食店が集積した街と２割が答えていた

ものの、将来イメージが共有されていなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５ 年齢層別なってほしい商店街の姿 
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 なって欲しいまちのすがたについては、犯罪のな

い安全なまち、整備や掃除の行き届いたきれいなま

ちと、世代を通して 45%以上が答えており、ついで

年齢層の差はあるものの大阪を代表する特別なま

ち、指向性の高い最先端のまちと 25%以上がこたえ

ていた。 
（６）具体的な整備について 
 日本橋筋商店街振興組合で考えている具体的整備

方法について、賛同するかどうかを尋ねたところ、

「閉店してしまった店の看板を取る必要がある」に

は、年齢層を超えて 25%以上が賛同していたが、そ

のほかに年齢を超えて賛同されている項目はなかっ

た。 
表５ 年齢層別商店街の具体的な整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめと考察 

 日本橋で働く人は、55歳以上では親の仕事を継い

だ人が３割近くいたが他の年齢層では皆無で、35歳
から 55歳は転勤、配置換えなど本人の気持ちに関

係なく働く場となった人がいる一方、35歳未満では

日本橋で働きたかった、友達に誘われたといった個

人的理由で働く人が多くみられた。 
日本橋に住む人は、55歳以上では生まれた時か 

 
 
 
 
 
 
 
ら、あるいは独立したからといった理由が半数以上

見られたが、35歳未満では日本橋に住みたかった、

気に入った住まいがあったといった積極的な居住が

みられた。このように、日本橋には、バックグラウ

ンドの全く異なった３つの世代の人々が働き・住ん

でいることがわかった。 
 これら、３つの年齢層の町との関わり方は大きく

異なっており、よく行くエリア、店も異なってい

た。３つの年齢層に共通して言えることは、日本橋

の店舗を日常的にあまりつかっていないと言う点

で、これは商店街のありようとしては、極めて厳し

いものと考える。 
 近年の街の変化についての評価も、年齢層により

大きく異なっており、将来の商店街の姿について

も、共通した認識が見られなかった。 
 全体として、55歳以上は、電気屋街としての持続

性に拘っており、35歳未満は、飲食店が増えている

こと、外国人用の店が増えることを高く評価してお

り、新しい日本橋の姿を肯定的に捉えていることが

わかった。しかし、まちの将来像については、一定

共通した認識があり、大阪を代表する特別な街にな

って欲しい、指向性の高い最先端の町であって欲し

いとの意見は一致した。 
今後のまちづくりには、若い世代が関わることに

35歳未満の 28.0%が賛同しているが、55歳以上で

は 20.3%であった。こんごは世代を超えた理解の

場、将来像を共有できる場をつくる必要がある。 
※本研究は、「日本橋にトラムを通してにぎわいを進める会」からの

受託研究である。 

＜注釈＞ 
注１；日本橋で、働いていますか、住んでいますか、働き・住んで

いますかの３択の問いに無回答だった票を無効票とした。 

表４ 年齢層別なってほしいまちの姿 


